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Ⅰ 備中保健所の概況

１ 保健所の設置

２ 保健所の業務

３ 備中保健所の体制
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地域保健法

第１条 この法律は、地域保健対策の推進に関する基本指針、保健所の
設置その他地域保健対策の推進に関し基本となる事項を定めるこ
とにより、母子保健法その他の地域保健対策に関する法律による
対策が地域において総合的に推進されることを確保し、もつて地
域住民の健康の保持及び増進に寄与することを目的とする。

第３条 市町村は、当該市町村が行う地域保健対策が円滑に実施できる
ように、必要な施設の整備、人材の確保及び資質の向上等に努め
なければならない。

都道府県は、当該都道府県が行う地域保健対策が円滑に実施で
きるように、必要な施設の整備、人材の確保及び資質の向上、調
査及び研究等に努めるとともに、市町村に対し、前項の責務が十
分に果たされるように、その求めに応じ、必要な技術的援助を与
えることに努めなければならない。

国は、地域保健に関する情報の収集、整理及び活用並びに調査
及び研究並びに地域保健対策に係る人材の養成及び資質の向上に
努めるとともに、市町村及び都道府県に対し、前二項の責務が十
分に果たされるように必要な技術的及び財政的援助を与えること
に努めなければならない。

第１条の２ 地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることを基本とし
て、地域における行政を自主的かつ総合的に実施する役割を広
く担うものとする。

地方自治法

1 保健所の設置

【設置者】
保健所は、都道府県、指定都市、中核市その他の政令で定める市又は

特別区が、これを設置する。

【所管区域】
都道府県は、保健所を設置する場合においては、保健医療に係る施策

と社会福祉に係る施策との有機的な連携を図るため、医療法第３０条の
４第２項第１４号に規定する区域（二次医療圏）及び介護保険法第１１
８条第２項第１号に規定する区域（老人福祉圏域）を参酌して、保健所
の所管区域を設定しなければならない。
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保健所は、地域住民の健康を支える広域的・専門的・
技術的拠点

連携・協働

２ 保健所の業務

備中保健所
【一般的業務】
・健康増進
・母子保健
・がん検診
・生活習慣病
・愛育活動
・栄養改善 など

【専門的業務等】
・感染症対策
・難病対策
・精神保健
・医事・薬事
・食品営業施設、生活

衛生施設、薬局等の
監視指導

・薬物乱用防止対策 など

総社市
早島町
笠岡市
井原市
浅口市
里庄町
矢掛町

保健師・管理栄養士
・社会福祉士 等

医師・獣医師・薬剤師・保健師・診療放射線
技師・管理栄養士・衛生職員 等

県

民

・

事

業

者

等

保健サービス

保健サービス
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３ 備中保健所の体制
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Ⅱ 管内の概況

１ 令和４年人口動態総覧

２ 人口の構成及び推移

３ 出生数及び出生率の推移

４ 死亡数及び死亡率の推移

５ 医療施設数
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１ 令和４年 人口動態総覧
7

転入
者数

転出
者数

差引

人 人 人 人 人 件 件 人 人 人 世帯

備中保健所
　本所

81,506 600 48 955 △ 355 297 122 3,378 3,301 77 31,632 9.6 13.4

　総社市 69,217 509 40 804 △ 295 254 100 2,978 2,847 131 27,110 9.5 13.0

　早島町 12,289 91 8 151 △ 60 43 22 400 454 △ 54 4,522 10.4 15.6

備中保健所
　井笠支所

137,648 695 63 2,429 △ 1,734 347 174 3,844 4,155 △ 311 54,951 14.7 16.4

　笠岡市 44,435 176 17 792 △ 616 113 60 1,340 1,451 △ 111 18,466 16.3 16.4

　井原市 37,238 185 21 743 △ 558 105 53 934 1,092 △ 158 14,732 14.5 15.4

　浅口市 32,198 200 15 525 △ 325 78 40 879 817 62 12,615 13.6 17.9

　里庄町 10,854 71 8 127 △ 56 32 9 376 343 33 4,138 12.5 15.5

　矢掛町 12,923 63 2 242 △ 179 19 12 315 452 △ 137 5,000 13.8 16.7

備中保健所
　計

219,154 1,295 111 3,384 △ 2,089 644 296 7,222 7,456 △ 234 86,583 12.8 15.3

倉敷市 471,459 3,580 357 5,388 △ 1,808 2,189 779 13,719 13,919 △ 200 199,082 9.7 12.3

岡山県 1,862,012 12,371 1,107 24,901 △ 12,530 7,399 2,787 60,121 62,352 △ 2,231 801,409 11.8 12.9

人口動態

（資料)
人口動態：厚生労働省「令和4年人口動態統計」
人口及び人口動態（転入・転出）：岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査」（令和4年年報）
世帯数：令和2年国勢調査　高齢者夫婦世帯：夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦のみの世帯

区分
人口 世帯総数

世帯総数に占める割合

出生数
（再掲）
2500g
未満

死亡数
自然

増減数
婚姻
件数

一般世帯の
うち６５歳
以上の高齢
単身者世帯

一般世帯の
うち高齢者
夫婦世帯

転入・転出者数
離婚
件数



（資料）人口推計（令和5年10月1日現在人口)

２ 人口の構成及び推移
（１） 人口構成

2,092,972
2,478,427

2,688,536
2,818,276

3,211,819
3,333,298
3,273,378

3,592,723
3,937,929
4,619,713

4,868,427

4,143,127
3,719,325

3,568,626
4,161,037

3,365,436
2,457,990
2,161,388

1,994,504 
2,359,510 

2,559,296 
2,675,274 

3,024,087 
3,145,501 
3,106,455 

3,454,473 
3,826,828 

4,495,333 

4,781,839 
4,136,349 

3,787,904 
3,763,454 
4,655,946 

4,108,388 
3,437,234 

4,547,075 

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳) 男

女【全国】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

32,880
37,585

40,949
43,689
44,659

41,269
41,576

47,715
52,076

63,058
64,732

52,292
50,255
51,920

61,402
53,146

37,521
34,716

31,037
35,736

38,855
40,450

45,036
40,302
41,336

47,359
51,814

63,131
65,754

54,932
53,772
55,858

69,593
64,689

51,394
75,342

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男 女【岡山県】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

10

3,786
4,449

4,885
5,106

4,524
4,182

4,801
5,447

6,085
7,316
7,477

6,422
6,181

6,830
8,134

7,117
5,204
4,784

3,633
4,085

4,659
4,751
4,581

4,132
4,585

5,467
5,773

7,131
7,650

6,497
6,597

7,304
9,090

8,457
6,836

10,314

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男 女【備中保健所（本所＋井笠支所）】



（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

1,839
2,036

2,111
2,075
1,969

1,812
2,084

2,346
2,534

2,964
2,812

2,228
1,967

2,230
2,622

2,346
1,606

1,358

1,751
1,867
1,964
1,924

2,122
1,907

2,086
2,428
2,495

2,924
2,796

2,199
2,267

2,412
3,030

2,743
1,992

2,882

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男 女【備中保健所本所】

11



（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

1,947
2,413

2,774
3,031

2,555
2,370

2,717
3,101

3,551
4,352

4,665
4,194
4,214

4,600
5,512

4,771
3,598
3,426

1,882
2,218

2,695
2,827

2,459
2,225

2,499
3,039
3,278

4,207
4,854

4,298
4,330

4,892
6,060

5,714
4,844

7,432

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳) 男 女【備中保健所井笠支所】

12



（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

546
695

841
888

784
710

847
904

1,079
1,292

1,427
1,342

1,410
1,605

1,844
1,435

1,121
1,113

518
661

823
830

722
697
757

871
981

1,261
1,535

1,461
1,515

1,623
1,958

1,805
1,587

2,551

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男 女【笠岡市】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

496
610

720
854

713
672

742
875

955
1,187

1,287
1,184
1,178

1,272
1,546

1,255
949

947

496
568

721
765

664
613
667

771
890

1,201
1,277

1,174
1,199

1,346
1,636

1,496
1,351

2,125

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳) 男 女【井原市】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

1,518
1,684

1,741
1,735
1,736

1,570
1,767

1,971
2,137

2,491
2,388

1,896
1,711

1,940
2,271

1,964
1,332
1,170

1,435
1,545

1,637
1,620

1,887
1,653
1,740

2,049
2,083

2,432
2,327

1,886
1,957

2,079
2,579

2,295
1,650

2,506

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男 女【総社市】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

531
584

661
769

590
537

643
737

887
1,089

1,123
1,004

960
970

1,211
1,236

915
773

469
520

650
698

618
555

613
760
780

1,044
1,204

952
931

1,075
1,457

1,429
1,166

1,493

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳) 男 女【浅口市】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

321
352

370
340

233
242

317
375

397
473

424
332

256
290

351
382

274
188

316
322
327

304
235

254
346

379
412

492
469

313
310

333
451
448

342
376

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男
女

【早島町】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

187
291
290

264
217
220

251
310
309

346
393

283
298

282
375

327
268
240

205
241
255
261

215
177

272
329

308
350

412
315
309

349
412
414

299
523

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男 女【里庄町】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

187
233

262
256
251
231
234

275
321

438
435

381
368

471
536
518

345
353

194
228
246

273
240

183
190

308
319

351
426

396
376

499
597

570
441

740

０～４

５～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０～４４

４５～４９

５０～５４

５５～５９

６０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～
(歳)

男 女【矢掛町】
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（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」

9,027
9,427

10,428
10,737
10,699
10,267
10,271

11,718
12,548

15,173
16,238

12,453
11,135
11,450

13,745
12,587

9,179
7,440

8,442
9,179

9,963
10,057

11,461
10,460
10,544

11,637
12,700

16,071
16,682

13,333
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（２） 年齢区分別人口構成比（令和5年10月1日）

（資料）岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査 年報（令和5年10月1日現在）」
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（３） 備中保健所管内 年齢区分別人口構成の推移

（資料）平成17年、22年、27年、令和2年は国勢調査
令和5年は岡山県毎月流動人口調査
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（４） 平成17年を100とした人口の推移

（資料）平成17年、22年、27年、令和2年は国勢調査
令和5年は岡山県毎月流動人口調査
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３ 出生数及び出生率の推移

（備考）出生率(人口千対）は、「岡山県毎月流動人口調査 年報（10月1日現在）」の市町村人口を用いて、備中保健所で算出したもの
（資料）厚生労働省「人口動態統計」

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和4年
備中保健所出生数 1,787 1,721 1,453 1428 1,295
備中保健所出生率 7.3 7.2 6.3 6.4 5.9
倉敷市出生率 9.6 9.8 9.1 8.1 7.6
岡山県出生率 8.6 8.7 8.1 7.2 6.6
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４ 死亡数及び死亡率の推移

（備考）死亡率（人口千対）は、「岡山県毎月流動人口調査 年報（10月1日現在）」の市町村人口を用いて備中保健所で算出したもの
（資料）厚生労働省「人口動態統計」

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 令和4年
備中保健所死亡数 2,721 2,931 3,044 2,960 3,384
備中保健所死亡率 11.1 12.3 13.2 13.3 15.4
倉敷市死亡率 7.7 8.7 9.3 10.1 11.4
岡山県死亡率 9.4 10.5 11.2 11.5 13.4
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５ 医療施設数

（資料）厚生労働省「令和3年医療施設調査」
薬局については備中保健所衛生課より（令和6年3月31日時点）

一般病院 精神科病院 一般診療所 歯科診療所 薬局
総社市 3 0 47 27 26
早島町 1 0 10 5 5
笠岡市 3 2 41 27 18
井原市 3 0 31 21 18
浅口市 2 0 17 13 11
里庄町 1 0 5 4 4
矢掛町 2 0 8 7 5

備中管内計 15 2 159 104 87
倉敷市 32 4 347 224 182
岡山県 143 16 1636 1001 850
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備中県民局

Ⅲ 備中保健所の主な施策
１ 地域における医療提供体制の整備

２ 地域包括ケアシステムの深化・推進

３ 心と体の健康づくりの推進

４ 生活衛生対策等の推進
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地域医療構想の推進
（2025年の医療需要が目標）

備中県民局

１ 地域における医療提供体制の整備

災害時等における医療の確保

必要な医療が効率よく受けられる体制の構築

地域医療構想 調整会議

医療機関の機能分化と連携の促進

過不足のない医療提供体制の構築

災害時保健医療
福祉体制の整備

救急医療体制推進協議会EMIS活用訓練

救急医療の確保

地域保健医療福祉調整
本部の設置訓練

28



備中県民局

２ 地域包括ケアシステムの深化・推進

「住み慣れた地域で自立した日常生活が送れる社会」の実現

認知症施策の推進

認 知 症 施 策 の 研 修 会

介護予防･生活支援

の 充 実

認知症の人とその家族の交流会

介護予防を考えるワークショップ

通 所 付 添 サ ポ ー ト 事 業

みんなで考える
井笠の

医療と介護

新見市医療連携
推進協議会

高梁地域在宅医療
連携推進協議会

保健所管内各
市町の在宅医
療・介護連携
推進会議

在宅医療・介護連携における備中県民局管内
行政連絡会議

医 療 介 護 連 携 の 推 進
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オミクロン株の特徴を踏まえた感染防止策

備中県民局

あ３ 心と体の健康づくりの推進

すべての県民が健康で生きる喜びを感じられる長寿社会の実現

心の健康づくり体の健康づくり 感染症対策の推進

精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム

たばこからの
健康影響普及

講座

禁煙・受動喫煙防止

自殺予防

新興感染症への備え

結核対策

性感染症等対策

地域における健康づくり活動

生活習慣病の重症化予防

ひきこもり等の対策

地域移行連絡会議

心の健康づくり講演会

移送訓練

愛育委員による
乳がん街頭キャンペーン

栄養委員による
朝食メニュー試作
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備中県民局

４ 生活衛生対策等の推進

食や生活の安全の確保のため、公衆衛生の見地から監視等を行い、
保健衛生上の危害の発生を防止

ヤング街頭

キャンペーンの実施

食の安全・安心 レジオネラ対策

薬物乱用防止

HACCPに沿った
衛生管理の確認

衛生講習会

収去検査の実施

食中毒防止
キャンペーン

公衆浴場・旅館の

浴槽水検査の実施

薬物乱用防止教室の

開催
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Ⅳ 施策の実施状況
１ 岡山県保健医療計画

２ 地域医療構想

３ 高病原性鳥インフルエンザ

４ 大規模災害への対応

５ 感染症対策（コロナ後の保健所体制を含む）

６ 健康づくりの推進

７ 切れ目のない母子保健の推進

８ 心の健康づくりの推進

９ 難病対策の推進

10 食の安全・安心対策の推進

11 生活衛生対策

12 医薬品等の安全確保
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すべての県民が生き活きとした生活を送れるよう、良質な保健医療サー
ビスが効率良く提供される体制を構築するため、「第９次岡山県保健医療
計画」を地域の実情を踏まえながら推進する。

（１）医療法第30条の４第１項に基づき、都道府県が策定する医療計画
（２）県民の高い健康水準の確保を目指し、少子化や高齢化に対応した

長期的、包括的な保健医療体制の整備を推進するための基本指針と
なる計画で、県の保健医療行政の基本となる計画

（３）「第９次岡山県保健医療計画」は、令和６（2024）年度から令和
11（2029）年度までの６年間の計画

（４）市町村においては、保健医療行政の計画的な推進のための指針と
なることを期待するもの

（５）本計画の中に、県南西部保健医療圏に関する「地域保健医療計画」
を掲載、 「地域保健医療計画」は、二次医療圏ごとの地域医療連携
体制の構築を中心に、地域の保健医療に係る現状分析と地域の特性や
実情に応じた施策の方向性を示すもの

１ 岡山県保健医療計画
33



【目的】
・さらなる今後の人口減少・高齢化に伴う医療ニーズの質・量の変化や労働力

人口 の減少を見据え、質の高い医療を効率的に提供できる体制を構築。
・医療機関の機能分化・連携を地域医療構想調整会議で推進。

【内容】
① 2025年の医療需要と病床の必要量

・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の４機能
ごとに医療需要と病床の必要量を推計

・在宅医療等の医療需要を推計
・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で推計

②議論する内容（地域医療構想策定ガイドラインより抜粋）
・地域の病院・有床診療所が担うべき病床機能に関する協議
・病床機能報告制度による情報等の共有
・都道府県計画に盛り込む事業に関する協議
・その他の地域医療構想の達成の推進に関する協議

２ 地域医療構想 入院医療の改革

（二次医療圏）
一般の入院に係る医療を提供することが
相当である単位として設定。
その際、以下の社会的 条件を考慮。
・地理的条件等の自然的条件
・日常生活の需要の充足状況
・交通事情等

⇒県南西部保健医療圏
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県南西部における病床数の現況及び推計の比較
構
想
区
域

区分

令和５（２０２３）年７月１日
現在の病床数

［病床機能報告］

必要病床数
［地域医療構想策定支援ツール

から］

R７に
対する
必要数
②－①

R７に
対する
充足率
①/②病院 診療所 合計

①
H25

(2013)
R7

(2025）
②

R22
(2040)

県
南
西
部

高度急性期 1,712 0 1,712 863 888 830 ▲ 824 192.8%

急性期 2,837 234 3,071 2,380 2,722 2,644 ▲ 349 112.8%

回復期 1,271 118 1,389 2,289 2,761 2,742 1,372 50.3%

慢性期 1,859 99 1,958 2,061 1,866 1,876 ▲ 92 104.9%

休棟 276 59 335 ▲ 335

計 7,955 510 8,465 7,593 8,237 8,092 ▲ 228 102.8%
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県南西部地域医療構想調整会議の開催実績
年度 回 開催日 協議議題

R5

1 R5年6月29日 （１）笠岡市新病院基本計画（素案）について
（２) 病床機能報告について、地域医療構想を踏まえた対応方針のついて

2 R5年9月14日 （１）公立病院経営強化プランについて （矢掛町国民健康保険病院）
（２）外来機能報告、紹介受診重点医療機関について

３ R5年12月14日 （１）公立病院経営強化プランについて （井原市立井原市民病院）
（２）地域医療構想を踏まえた対応方針等について

４
R6年3月14日 （１）公立病院経営強化プランについて （倉敷市立倉敷市民病院）

（２）病床機能分化・連携促進のための基盤整備事業等について （伊木診療所）
（３）地域医療構想を踏まえた対応方針について

R6

１ R6年5月 書面開催
（１）藤沢脳神経外科病院の病床削減及び病床機能再編支援給付金交付申請について

２

R6年8月8日 （１）国・県の動向について
（２）病床機能報告について
（３）紹介受診重点医療機関について
（４）笠岡市立市民病院と福山市民病院の連携について
（５）地域医療構想を踏まえた対応方針について

3 R6年9月 書面開催
（１）笠岡市立市民病院の病床機能転換について
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３ 高病原性鳥インフルエンザ
【平常時】

発生時の対応に備えて、家畜保健衛生所、局農林水産
事業部と連携し、関係職員に対し定期的に防護服の着脱
方法も含めた研修会を実施

【発生時】
従事者の健康管理のために、備中県民局健康福祉部は、

「県民健康対策班」（総括チーム・疫学チーム・健康管
理チーム・農場 チーム・衛生チーム）として従事
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災害対策基本法及び岡山県地域防災計画に基づく、岡山県災害対策実施
要綱（岡山県災害対策本部規程含む）を根拠として設置

岡山県の災害対策本部は・・・

災害対策本部長（知事）

副本部長（副知事）

本部員（各部局長等）

危
機
管
理
部

秘
書
部

総
合
政
策
部

総
務
部

県
民
生
活
部

環
境
文
化
部

保
健
医
療
部

産
業
労
働
部

農
林
水
産
部

土
木
部

出
納
部

企
業
部

文
教
部

警
察
本
部

事務局
連絡員の出向

本部会議

受
援
調
整
部

事務局は、防災・危機管理センター(県庁舎東棟)２階の集中配備室及び３階の大会議室
に設け、各部員を配備し、主に被害状況の把握、取りまとめを行う。

子
ど
も
・福
祉
部

４ 大規模災害への対応 38



外部応援機関

［被災地域 ］

県災害対策本部

統括班・情報班
・対応方針等の上申 ・本部会議運営
・被害情報等集約 ・国への被害報告等

防災関係機関

機能グループ

※自律的に活動し、
進捗状況等を報告

燃料調達G

航空運用

調整G

岡山地方気象台

警察・消防・自衛隊

日赤岡山県支部

ライフライン事業者

その他関係機関

受援調整部

情報共有

被
災
市
町
村

被
災
市
町
村

被
災
市
町
村

・全国知事会
・県内市町村
・包括協定団体等

・専門職能団体
・分野別協定団体

現地災害対策本部

・市町村本部機能支援
被害報告、会議運営、
応援要請・受入れ支
援

自主応援

・企業、ＮＰＯ等

情報収集
状況分析
応援実施
職員派遣

応援実施

応援要
請情報共有

応援要請

活動状況の報告

災害対策
の調整

受援総括班

動員調整
進捗管理

調整

地域災害保健医療福祉調整本部

災害保健医療福祉調整本部

活動状況の報告

応援要
請

各部局
・応急対策の
実施
・国の枠組み及
び所掌する協
定に基づく受
援調整、実施
・活動状況等の
報告

受援状況
の共有

動員調整

応援要請・職員派
遣

本部事務局（事務局長：危機管理監）

人的支援班

リエゾン受入班

物資支援班

・受援全体の進捗管理
・受援ニーズの集約
・知事会等への応援要請

応急対応班
・状況分析、業務の振り分け ・県防災関係機
関との調整 ・各部門との調整、情報共有 ・
機能Ｇ設置上申、活動把握

・市町村の人的ニーズの把握
・応援調整
・部局間の動員調整

・国等からの応援職員
の受入
・被災地情報の提供

・市町村の物的ニーズ
の把握
・物資の調達
・物資の輸配送調整

地方災害対策本部
・被害情報・救助実施状況
の把握
・リエゾン、応援職員の派
遣
・自衛隊その他外部機関の
現地受入れ
・現地災害応急対策の実施

応援実施

受援窓口 受援窓口 受援窓口

被災者支援班

罹災証明・住家被害認定
調査支援班

・災害救助事務の
運用・調整

・罹災証明書発行支援
・住家被害認定調査の
ニーズの把握・支援

県危機管理課作成
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県地方災害対策本部
（備前県民局）

災害時における県の体制

県地方災害対策本部
（備中県民局）

県地方災害対策本部
（美作県民局）

県災害保健医療福祉調整本部

県地域災害保健医療福祉調整本部
（備前保健所）

県地域災害保健医療福祉調整本部
（備中保健所）

県地域災害保健医療福祉調整本部
（美作保健所）

県災害対策本部

保健医療福祉活動を
専門的に担当する組織

各地域における組織

本庁における組織
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統括班
統括班長

情報班

災害薬事コーディネーター、
災害時小児周産期コーディネーター

応急対応班長

班員

情報班長 班員

班員

班員

応急対応班

報道班

庶務班
庶務班長

報道班長

各課

班員

事務局

本部長（県保健医療部長）
副本部長（県保健医療統括監、子ども・福祉政策企画監）
本部員（保健医療部関係課長、子ども・福祉部関係課長など）

関係団体
（本部専門委員）

災害医療コーディネーター

指示 報告

本部会議

連携

保健医療福祉
活動チーム

連携

医師会、病院協会、看護
協会、薬剤師会等

事務局内の指揮・全体統括

情報収集・整理、外部からの連絡対応等

医療従事者派遣手続、医薬品供給手続、電気・水・ガス供
給手配、関係団体への応援要請、その他各課業務等

報道対応等

会議室の準備、本部運営に必要な資機材調達等

岡山県災害保健医療福祉調整本部（本庁） 運営体制イメージ

ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ、
ＤＷＡＴ、ＤＨＥＡＴ等
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「福祉」分野も追加

厚生労働省作成
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厚生労働省作成

43



１ 組織体制
大規模災害時に、保健医療福祉活動を迅速かつ集中的に行うことができるよう、「県災

害保健医療福祉調整本部（以下「県本部」）」の指示により、備中保健所長を本部長とす
る「備中地域災害保健医療福祉調整本部（以下「地域本部」）」を設置する。

４備中県民局 大規模災害への対応
44
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（1） 現状
２ 訓練状況

県下の水害対応訓練・地震対応訓練にあわせた「備中地域災害保健医療福祉調整本
部」の設置・運用訓練を実施

マニュアルに沿って、全体体制や担当班ごとの役割の確認、対応方針の伝達など、大
規模災害時の応急対応力の向上に取り組む。

（2） 訓練の充実
実地の本部機能の立ち上げや他の保健所との連携、アクションカードの活用など、よ

り現実の対応に近づいたものとなるよう訓練の充実を図る。
倉敷市保健所と実務者レベルでの情報交換や備中保健所の訓練に市保健所のリエゾン

に参加してもらうなど、顔の見える形での連携体制の構築を進める。

訓 練 内 容 実 施 時 期

備中保健所ＥＭＩＳ運用訓練
［R6年度の訓練は、国のＥＭＩＳ更新の状況を踏まえて検討、現在未定］

R5.12.5と19
※R5.12.19は医療機関向け

備中地域災害保健医療福祉調整本部の設置・運用訓練（水害） R6.5.30

倉敷中央病院ＤＭＡＴ活動拠点本部訓練［訓練見学］ R6.6.13

備中地域災害保健医療福祉調整本部の実地の立ち上げ・通信訓練 R6.9.10

備中地域災害保健医療福祉調整本部の設置・運用訓練（地震） R7.1月予定

（訓練の状況）
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３ 保健所の連絡先
内 容 電話番号等

災害一般・ＥＭＩＳ
【統括班・情報班】

Tel：086-434-7020
Fax：086-425-1941
Mail：bichu-kenko@pref.okayama.lg.jp
夜間携帯電話：090-2295-0083

傷病者受入れ要請（調整）・
公衆衛生活動・避難所対応・要援護者の支援
【応急対応班・保健関係】 Tel：086-434-7024

医薬品、飲料水等の確保
【応急対応班・衛生関係】 Tel：086-434-7027

※Fax、Mail、夜間携帯電話は、各内容共通
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（１）結核対策
・2022年に全国では 10,235人が発病（前年より1,284人減）結核死亡は1,664人
・岡山県においては、約１５０人の新登録結核患者が発生
・保健所管内では新規登録患者数は１５人(R４(2022)年)
・医療機関等と連携し、治療の継続支援（DOTS：直接服薬確認療法）を実施

肺・肺
外結核

潜在性
結核 計

本所 ７ ２ ９

支所 １３ ６ １９

計 ２０ ８ ２８

〇登録患者の状況（Ｒ５年末） （人）

５ 感染症対策

〇新登録結核患者の状況（Ｒ５年末）（人）

肺・肺
外結核

うち喀痰
塗抹陽性

潜在性
結核 計

本所 １ １ ２ ３

支所 ４ １ ３ ７

計 ５ ２ ５ １０

0
2
4
6
8

10
12
14
16

H29(2017)年 H30(2018)年 R元(2019)年 R2(2020)年 R3(2021)年 R4(2022)年

（人）

（出典）岡山県 結核発生動向調査

結核新規登録患者罹患率（人口10万対）年次推移

本所 支所 岡山県 全国
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（２）性感染症対策
・岡山県では2017年から梅毒が急増、2022年は全国８位と高い発生数
・無料・匿名でHIV検査や梅毒を含む性感染症の検査を実施
・学校等を対象にしたHIV感染症や性感染症の出前講座を実施

○ 相談・検査・出前講座（R5年度）
相談 検査 出前講座

本所 80件 HIV41件 梅毒41件 1回

支所 44件 HIV25件 梅毒24件 4回

計 124件 HIV66件 梅毒65 件 5回

7 6 20 22 31

133
99 123 104 101

139

228

0 2
1 3 9

39
61

67
58 59

58

88
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350

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

患
者

報
告

数
（

人
）

年

梅毒 岡山県年次別発生数

男性 女性

資料：感染症発生動向調査システム2012年～2023年年報告より集計 県健康推進課

７ ８ 21 25 40

172 160
190

162 160

（2024年4月1日時点）

197

316

エイズ等出前講座
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（３）その他の感染症対策
・新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は引き続き注目すべき感染症
・集団感染が発生しやすい施設を対象に、感染予防対策の研修を実施
・集団発生した施設に健康調査や感染拡大防止対策の指導を実施

○ 感染症集団発生状況（R5年度） (件数）

新型コ
ロナウ
イルス

インフ
ルエン
ザ

感染性
胃腸炎 疥 癬 手足

口病 RS その他

本所 １４ １３ １ ２ ０ ０ １

支所 ４９ ２８ ４ ０ ２ １ １

計 ６３ ４１ ５ ２ ２ １ ２

○ 感染症対策研修会（現地指導含む）（R5年度）
回数 対象者 内容 人数

本所 ３ 高齢者社会福祉施設職員
企業の代表者
保育園・認定こども園・幼稚園職員

・結核集団発生時の対応
・吐物処理対応について
・感染症発生時における保健所との連携について

７７

支所 １１ 市町村職員
認定こども園の従事者
学校給食センター職員
高齢者社会福祉施設職員
障害者施設職員

・5類移行後の対応
・施設で起こりやすい感染症とその対応
・ノロウイルスと吐物処理演習
・PPE着脱のポイント及び演習
・ゾーニングの基本及び実践例の紹介

２６９

計 １４ ３４６

吐物処理の演習
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（４）コロナ後の保健所体制 50

※IHEATとは、感染症のまん延等の健康危機が発生した場合に地域の保健師等の専門職が保健所等の業務を支援する仕組みのこと。
IHEATは、Infectious disease Health Emergency Assistance Teamの略

※



６ 健康づくりの推進
（１）第３次健康おかやま２１の推進(令和6年度～17年度）

【活動内容】
・「敷地内全面禁煙実施施設」認定事業
・乳がん・子宮がん予防出前講座
・糖尿病予防戦略事業
・おかやまからだ晴れ食サポート事業
・地域保健・職域保健連携の推進
・市町健康増進計画の策定・評価に参画

など

基本目標：平均寿命の延伸を上回る健康寿命の延伸
基本的な方向：

①個人の行動と健康状態の改善
②社会環境の質の向上
③ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

地域の健康ボランティア研修
講演「フレイル予防から取組む地域の

健康づくり」
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（２）健康づくりの環境整備
①たばこ対策の推進
・敷地内全面禁煙実施施設認定制度

本所２０１件、支所１０７件

・禁煙宣言施設

本所１６５件、支所６６件

・法改正後の各施設への助言、指導

本所２件、支所３件

・たばこからの健康影響普及講座

支所 １か所

・世界禁煙デーでの啓発活動

本所２回、支所１回

②栄養成分表示の店登録事業

・栄養成分表示の店登録数

本所３５店、支所９店

（R6.3.31現在）
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（３）健康づくりボランティアとの協働
～愛育委員・栄養委員の活動～

フレイル予防の食育活動（栄養）
子どもが自分で作れる

朝食の献立作成（栄養）

健康まつりで乳がん予防
（自己検診）の啓発活動（愛育）

オーラルフレイル予防の啓発活動
（愛育）
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切れ目のない母子支援の推進 母子保健活動イメージ

ハイリスク群

要支援群

健康群

７ 切れ目のない母子保健の推進

母子保健活動体制づくり等
〇関係者で地域の母子保健の現状や課題等情報共有し、対策を検討する
〇支援者の資質向上を図る

母子保健評価事業、母子保健活動連絡会議、医療的ケア児支援体制、療育支援検討会議、地域自立支援協議会等

三次予防
・疾病等による障害の

発生や進行の阻止
・児童虐待の再発と予

防

二次予防
・専門的な相談支援
・適切な診断と療育の

実施

一次予防
・安心・安全な妊娠出

産の普及啓発
・適切な育児支援
・医療・教育・地区組

織等との連携

〇児童虐待予防
・市町要保護児童対策地域協議会への参画
・処遇困難事例検討会への参加・個別支援

〇専門相談と適切な療育等の実施
・子どもの心とからだの総合相談
・すこやか親子教室
〇産科・小児科等と妊娠中からの切れ目の
ない支援システム
〇妊娠期からの医療連携研修会

〇健康増進・疾病予防普及啓発
・未来のパパ＆ママを育てる出前講座
〇個別相談・支援
〇学校・教育委員会との連携推進

個
別
支
援

（
訪
問
・
電
話
・
ケ
ー
ス
会
議
参
画
等
）
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（１）安心して子育てができる環境づくり

開催日 講 師 内 容 対 象 者

R5.  7.  7 はせ川助産院
長谷川喜久美院長

妊娠出産や子育てに関する知
識を普及するとともに妊孕性
を含め、命の大切さについて
理解を深める

総社市立総社中学校
3年生76名、教員4名

R5.11.27 岡山二人クリニック
門田貴子助産師

県立総社南高等学校
2年生240名、教員6名

R5.11.14 はせ川助産院
長谷川喜久美院長

笠岡市立笠岡東中学校
3年生104名、教員5名

R5.12.  7 Smile～わくわく保健室～
野宮俊江助産師

蒼明学院・中等部
1～3年生81名、教員4名

R5.12.  8 はせ川助産院
長谷川喜久美院長

井原市立芳井中学校
3年生23名、教員2名

R5.12.13 Smile～わくわく保健室～
野宮俊江助産師

岡山龍谷高等学校
1～3年生554名、教員4名

R6.  1.31 新見公立大学健康福祉部
川下菜穂子

県立矢掛高等学校
3年生111名、教員1名

中高生等若い世代を対象として、妊娠・出産に関する
正しい知識や親になるための健康づくりについての理解を深める啓発活動

ア）未来のパパ＆ママを育てる出前講座事業

イ）愛育委員と連携した子育て支援事業
～地域ではぐくむ思春期のこころと体の健康支援事業～

（本所）４回 ９６９人 （支所）１８回 ７３１人

～妊孕性普及啓発プロ ジェクト～
にんよう

未来のパパ＆ママ出前講座
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ア) 子ども発達支援相談

イ) 地域支援システム構築に向けた連携会議の実施

（２）子どもの健全な発育・発達の促進
～健やかに生まれ育つ環境づくりの促進～

専門家による発達支援相談

子どもの心と体の健全な発達支援や児童虐待の発生予防など市町の母子保健事業への
支援や支援体制づくりを推進した。

〇母子保健連絡会議・地域支援連絡会議の開催
〇市町実施の会議への参画

・要保護児童対策地域協議会
・管内障害者自立支援協議会
・ケース検討会議への参画等

支所

実施回数 12

相談件数
（延） 24

主な相談内容
多動・落ち着きがない

集団行動がとりにくい

マイペース

指示が入らない

言葉の遅れ
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ウ）連携会議

イ）適切な個別支援活動
〇ケース会議への参画

実施回数 事例件数 概 要

本所 ９ ９ 被虐待児（ハイリスク児を含む）への適切な支援等について、関係
機関と連携し協議した。
また、支所では子どもの発達支援相談の事前及び事後のカンファレ
ンスを実施し適切な支援について検討した。

支所 １３ １３

（３）児童虐待予防活動の推進

〇保健師による面接・家庭訪問支援 本所 支所
実 延 実 延

訪問（件） ３ １５ １３ ２５
電話・面接相談（件） ６ １６ １３ ２４

開催回数 概要

本所 ２１ 母子保健連絡会議（１３回）、市町要保護児童対策地域協議会（８回）

支所 ４４ 地域支援連絡会議等（２４回）、市町要保護児童対策地域協議会（２０回）

ア）産科発妊娠中からの気になる母子支援連絡票
事例件数 概 要

本所 １８ 岡山県産科婦人科医会と連携し、ハイリスク妊産婦を把握した産婦人科医
が保健所に情報提供を行い、必要な支援につなげている。支所 ６４
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（４）適切な個別支援と医療費の助成

ア）小児慢性特定疾病医療費支給事業
〇医療費申請件数 本所 ５７人 支所 １１６人
〇保健師による面接・家庭訪問

本所 支所

実 延 実 延
訪問（人） ４ ４ １０ １６

電話・面接相談（人） ５３ １２７ ２９ ５２

イ）先天性代謝異常等検査 要精検 ：本所 ３人 支所 ５人

ウ）医療的ケア児の支援体制の整備
人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの
吸引などの医療的ケアが日常的に必要な
医療的ケア児とその家族の支援について
検討し、つどいを開催した。
○支援検討会 本所 ５回
○医療的ケア児と家族のつどい

本所 ３回 参加者 延１６人 医療的ケア児と家族のつどい
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（５）歯と口の健康づくりの推進

ア）普及啓発
〇歯の衛生週間（６月４日～１０日）、「いい歯の日（１１月８日）」を

中心に、県民局にポスターの掲示、掲示板やラジオによるPRを実施
○ 地 域 で 普 及 啓 発 を 行 う 愛 育 委 員 、 栄 養 委 員 の 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア を

対象に研修会を開催

イ）歯科保健対策の充実
○母子保健評価事業や市町歯科保健連絡会議等において、歯科保健対策の
現状や課題、対策の評価を行った。

岡山県歯科保健推進計画を基本に「８０２０健康長寿社会」の実現に向け、
地域での取り組みを推進

開催回数 概要

本所 １ 早島町歯科保健連絡会議：岡山県、管内の歯科保健の現状を報告

支所 １ 愛育委員・栄養委員合同研修会：井笠支所管内の歯科保健の現状を報告

開催回数 概要

本所 １ 参加者：２２名
講演「歯と口からできるフレイル予防」

支所 １ 参加者：１３７名
講演「乳幼児の食べる機能を育てるポイ

ント～歯科医師の立場から～」
健康づくりボランティアを対象とした
歯科保健研修会
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８ 心の健康づくりの推進
相互連携による

支援

精神科病
院・診療所

市町（保健
福祉教育）

警察・保護観
察所等

ピアサポーター・
家族会・断酒会・
NPO・民生委
員・愛育委員等

訪問看護ス
テーション・
基幹型地域活
動支援セン
ター・相談支
援事業所・障
害福祉サービ
ス事業所等

関係機関連携会議（体制整備）
●精神保健福祉関係者連絡会議
●自立支援協議会等への参画

個別支援（多職種連携による支援）
●家庭訪問、電話相談、面接
●ケース会議（検討会）
●アウトリーチ事業
（未治療・治療中断者を中心とした困難事例対応）

専門相談
●心の健康相談 ●思春期・ひきこもり相談

心の健康づくり普及啓発事業

●心の健康づくり県民講座等

通報受理・事前調査・措置診察・
退院支援計画・地域定着支援

保健所・精
神保健福祉
センター

地域移行・地域定着事業

二次予防
（早期発見・早期治療）

三次予防
（リハビリテーション）

一次予防
（健康増進・疾病予防）

わかちあいの会（自死遺族の会）

体制整備

精神障害にも対応
した地域包括ケア
システムの構築
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（１）相談支援の状況

ア) 精神保健福祉に関する相談（令和5年度）

イ )精神保健福祉法に基づく通報件数（令和５年度）

※ 倉敷市を含む

実件数 延件数

本所 ５６ １４６

支所 ６４ １０３

２３条
（警察官）

２４条
（検察官）

２６条
(矯正施設の長) 計

本所※ ６４ １２ １９ ９５

支所 １５ １ １ １７
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（２）ひきこもり対策

ア) 思春期・ひきこもり専門相談
(令和５年度)

「ひきこもり」は単一の疾患や障害ではなく、多様な要因が背景に
なって生じていると言われているため、個別相談をはじめ、関係機関
と連携を図りながら支援を行っている。

ウ) 支援状況

個別相談や思春期・ひきこもり相談に加え、課題の解決に向け、他
機関と連携を図りながら対応している。本所では総社市ひきこもり支
援センターを核に関係機関と連携して地域支援に取り組んだ。支所で
は、県ひきこもり地域支援センター等と連携し、市町のひきこもり事
例について、情報共有を図った。

実施回数 相談件数

本所 6 ４
支所 6 １

イ) 保健師による相談
(令和５年度(延))

家庭訪問 電話相談

本所 68 90
支所 107 536
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（３）自殺対策
ア) 全国、岡山県及び管内の自殺者数（厚生労働省 地域における自殺の基礎資料）

ウ) わかちあいの会（県内３保健所で実施）
自死遺族が体験を語り合うことを通して、悲しみや苦しみをわかちあい、とも

に支え合うことで、心理的回復を目指す。（令和５年度 延６６人参加）

イ) 市町「自殺対策計画」の推進を支援
市町が策定している自殺対策計画の推進に向け、市町の取り組みや管内の状況

について把握し、市町と連携を図りながら地域の自殺予防支援を行っている。

20～50歳代の働き世代が
60％を占める。
50歳代が最も多い。

ゲートキーパー養成講座

1% 11% 14% 14% 21% 12% 17% 9%

年齢階級別自殺者数割合（備中保健所 R1～R5）

20歳未満 20－29歳 30－39歳 40－49歳 50－59歳 60－69歳 70－79歳 80歳以上

備中保健所 岡 山 県 全 国

自殺者
数

死亡率 自殺者数 死亡率
自殺者
数

死亡率

(人)
（人口10万
対）

(人）
（人口10
万対）

(人)
（人口10
万対）

令和 1年 28 12.1 269 14.1 20,169 15.8

令和 2年 30 13.1 263 13.8 21,081 16.6

令和 3年 22 9.7 308 16.3 21,007 16.6

令和 4年 41 18.1 296 15.8 21,881 17.4

令和 5年 25 11.2 291 15.6 21,657 17.3

こころの健康づくり講演会
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（２） 特定医療費受給者証認定者数
（R5年度末）

（１）医療費の助成
「難病の患者に対する医療等に関する法律（平成27年1月１日施行）」に

基づき、指定難病とされた３４１疾患及び特定疾患４疾患を対象に医療費の
助成を行っている。

多
い
順

疾 患 名
県内

（岡山市
を除く）

管 内

１ パーキンソン病 1,685 291

２ 潰瘍性大腸炎 1,300 252

３ 全身性エリテマトー
デス 572 106

４ クローン病 544 110

５ 後縦靱帯骨化症 422 89

その他 6,896 1,345

合 計 11,419 2,194

９ 難病対策の推進

（３）訪問相談・指導事業
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災害時に難病患者や家族が安心して避難し、
適切な医療が継続できるよう、要配慮者リス
ト及び個別支援シートを作成し、市町と連携
を図っている。
※ 要配慮者リスト対象者

・電源を使用する医療機器を必要とする者
・筋委縮性側索硬化症及び多系統萎縮症の患者 等

（５）災害時の支援体制

R５年度 要配慮者リス
ト対象者

個別支援シート作
成・見直し状況

本所 ４７ ３８

支所 ４８ ２９

（４）医療福祉相談及び患者・家族の集い

難病患者及び家族に対して、医療及び日常生活にかかる相談、指導、
助言を行い、疾病に対する不安の解消を図り、患者や家族の負担軽減と
医療及び福祉の向上に努めている。

また、患者家族等の情報・意見交換を行い学習機会の提供を行った。
集いの実施に当たっては、患者・家族と協働で市町と連携し開催した。

R５年度 医療福
祉相談 参加者数 患者・家

族の集い 内 容

本所 １回 ９組 １５人 １３回 総社市３回・早島町１０回
ペタンク、健康体操、創作等

支所 １回 ６組 ９人 １回 井笠支所管内１回
交流会、季節の行事

患者・家族の集い
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10 食の安全・安心対策の推進
「岡山県食の安全・安心推進計画」等に基づき、食品関係施設に監視指導を実施

するとともに、管内で製造されている食品や流通する食品の検査を実施し、食の安
全の確保を図っている。また、衛生講習会を実施し、食品衛生に関する知識の普及
に努めている。

監視指導 対象施設数 監視件数

監視指導 ４，３２３ １，６００

うち重点施設 １２４ １３８

令和５年度実績

食品の検査 実施件数 内訳

収去検査 ４７０ 管内製造業製造品、
流通食品

試買検査 ４５ アレルギー物質、動
物用医薬品、O157等

知識の普及 実施回数 参加者

衛生講習会 １５ ５９５人

うち体験型講習会 ６ １４９人

●食中毒発生状況
２件 患者数２４人

（１）食の安全対策
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・立入指導により実施状況の確認
・研修会の実施等により定着促進（R５年度:1回開催）

Ｈａｚａｒｄ Ａｎａｌｙｓｉｓ ａｎｄ
Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐｏｉｎｔ

原材料や製造工程に由来する危害要因をあらか
じめ分析し、安全な製品を得るための重要管理
点を定め、連続的に監視する衛生管理の手法。

厚生労働省作成パンフレットより引用

ＨＡＣＣＰは食品衛生管理の国際標準で、我が国の食品の安全性の更な
る向上を図るため、令和３年６月から原則全ての食品等事業者を対象に
義務付け。

（２）ＨＡＣＣＰ（ハサップ）に沿った衛生管理の制度化 67



11 生活衛生対策

理・美容所、クリーニング所、公衆浴場等の生活衛生関係営業者に対し
監視指導を行い、自主管理の徹底を図る。

理容室 美容室
クリー
ニング所

旅館業 興行場
公衆
浴場

特定
建築物

ビル管理
登録業

施設数 ２２１ ４７２ １０２ ８９ ９ ２６ ４４ ９０

監視指導 ３７ ９０ ２０ ３７ ０ １６ ７ ２６

令和５年度実績

（１）生活衛生関係施設の衛生確保

（２）レジオネラ対策の推進
公衆浴場や旅館等を原因とするレジオネラ症の集団感染防止を図るため、

計画的に採水及び施設指導を行う。
◆レジオネラ属菌の検出状況

公衆浴場 旅館業

循環式浴槽設置施設数 １６ ６

陽性施設数 ２ ３

令和５年度実績
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水道事業の適正を確保するため、県知事認可水道事業者等に対して立入
検査を実施。

（３）水道の安全確保

区分 施設数 監視件数

上水道 ５ ５

簡易水道 ４ ４

令和５年度実績
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12 医薬品等の安全確保

関係施設への監視指導の実施などにより、医薬品の安全性の確保と毒物劇物に
よる事故の未然防止を図る。

毒物劇物保管庫

区分 施設数 監視件数

医薬品
関係

薬局 ８７ ３４

店舗販売業等 ５６ ２８

毒物劇物販売業等 ８４ ３４

（１）医薬品・毒物劇物関係施設への監視指導

令和５年度実績
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「岡山県献血推進計画」に基づき「愛の血液助け合い運動」月間などにより献血の推進
を図る。

200mL

献血者数

400mL

献血者数
成分献血者数 計

配車

実績

（台）

倉敷市 ７３ １３，９７０ ４，２９２ １８，３３５ ２７３

総社市 １８ １，９５８ ７０８ ２，６８４ １４

早島町 ２ ２９９ １０６ ４６１ ２

笠岡市 ２ ９９６ １５７ １，１５５ １３

井原市 ４ ９１９ ２３０ １，１５３ ９

浅口市 ２ ９９３ ２４２ １，２３７ ８

里庄町 ３ ３０７ ５８ ３６８ ８

矢掛町 ０ ３７２ ９９ ４７１ ５

管内計 １０４ １９，８１４ ５，９４６ ２５，８６４ ３３４

岡山県 ５１５ ５３，４８１ ２４，２０４ ７８，２００ ７０３

人

（２）献血の推進

令和５年度実績（住所別）

10000

12000

14000

16000

18000

20000

22000

24000

H30 R01 R02 R03 R04 R05

備中ＨＣ管内献血の推移（場所別）

71



◆「ダメ。ゼッタイ。」普及運動(6/20～7/19）
ヤング街頭キャンペーン

◆不正大麻・けし撲滅運動
（４月～７月）

アツミゲシ 大麻

岡山県の実態

カートリッジ入
り大麻リキッド

（３）覚醒剤等薬物乱用防止対策

覚醒剤等薬物乱用防止指導員地区協議会（倉敷・井笠）を中心
とした「ダメ。ゼッタイ。」普及運動ヤング街頭キャンペーンの
実施や高等学校等への薬物乱用防止教室等を通じ、薬物乱用防止
を積極的に推進する。

令和３年 令和４年 令和５年

全薬物検挙人員 １８１ １８６ １８３

覚醒剤検挙人員 ９０ ８１ ７０

大麻検挙人員
（内２０歳代以下）

８３
（６９）

９９
（８１）

１０６
（７４）
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